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夏は気温や湿度が高くなるため蒸し暑い日が多く、熱中症
になりやすいです。こどもは汗をかく機能が未熟でうまく体
温を調節することができないため、気温や湿度による影響を
受けやすくなります。周りの大人が気を配ってあげましょう。

１．涼しい場所へ

エアコンが効いている室内か、風通しのよい日陰へ避難させま
しょう

２．からだを冷やす

衣服をゆるめ、首・わきの下・足の付け根を冷やしましょう

３．水分補給

自分で飲める状態であれば、少しずつ水分と塩分を補給します

【登園基準】
発熱や口腔内の水泡・潰瘍の影響がなく、普段の食事がとれること

手足口病に気をつけましょう！

潜伏期間 ３～６日

感染経路 飛沫感染、接触感染、経口感染

症 状 口の中、手のひら、足の甲や裏などに2～3mmの水疱
性の発しんが現れる。約3分の1に発熱がみられるが、
38度以下のことが多い。

予防策 ○石けんと流水でしっかりと手洗いをする
○タオルの共有はしない
○治った後も1か月程度は便からウイルスが排泄
されるため、おむつ交換の処理は適切に行う

ワクチンや予防
薬はありません

こどもを熱中症から守るために

暑さに慣れる
急に暑くなると順応でき
ないため、日頃から適度
に外遊びをして汗をかく
ことに慣れさせましょう。

こまめに水分補給
のどが渇く前に補給する
ことが大切です。汗をた
くさんかいたら塩分も一
緒にとりましょう。

通気性の良い服
涼しい服を着せ、暑さに
応じて脱ぎ着できるよう
にしましょう。帽子も活
用します。

室内でも注意
熱中症は室内でも起きま
す。室温を管理し、屋外
と同様に対策をしましょ
う。

熱中症かな？と思ったら
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